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テッポウムシ（（カミキリムシの幼虫）

が幹の内部を加害することがある。 

葉を枝先に束生させるようにつけるので

剪定して維持する樹ではない。剪定する

と本来の樹形が損なわれる。落葉期に樹

形を整える程度に留めたい。 

やや湿った肥沃土壌を好む。生長が速く、

横枝を四方に伸ばすので公園のような広

い場所が必要。雌株は美しい赤い実をた

くさんつけ黄葉と相まってきれいだが、

落ち葉の清掃も考慮する必要がある。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

漢字で「飯桐」。昔、この桐（キリ）に似た大

きな葉で御強（おこわ）を包んだことに由来す

る。 

Memo 

毎年、横枝を四方に伸ばし生長するため、1年ご

とに横枝の段数が増えていく。この自然樹形が

一番の特徴。雌雄異株で雌株は秋に赤い実を房

状につけ黄葉と相まって美しい。落葉後も残り、

野鳥の好餌になる。長い葉柄を持つ葉も大型の

ため広い場所での緑陰樹に適している。 

生長：速い、雌雄異株 特 記 

ヤナギ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／中高木／木本植物／在来種 

イイギリ  [ 飯桐 ]  

シロハラ・メジロ・ルリビタキ 

ツグミ・オナガ 

https://5honnoki.jp/sp/detail/bird/id/22
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